
２月の行事予定

２月の学習予定
◎国 語：思い出を言葉に 今、私は、ぼくは

◎社 会：つながりの深い国々のくらし

◎算 数：算数のまとめ

◎理 科：発電と電気の利用

◎図 工：フォトフレームをつくろう

◎音 楽：音のスケッチ

◎家 庭：あなたは家庭や地域の宝物

◎体 育：鉄棒、サッカー

◎総 合：自分を見つめて これからの私

【前日に準備】
□宿題を入れる
□鉛筆をけずる
□時間割を見て
確実に入れる

□下じきを入れる
□連絡帳を見る

きらり
氏家小学校

学年だより 第６学年

令和７年１月３１日

すべての子どもが

輝く学校

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 8

B ・学年末ＰＴＡ・授
業参観１３：２０
・特別日課１４：２０
下校

・クラス遊び３

9 10 11 12 13 14 15

A ・口座引落
・委員会９

建国記念の日 ・下校指導
・１年ＭＩＭ①～④

・わくわく漢字タイ
ム５

・氏小元気アップ
デー（立腰）

16 17 18 19 20 21 22

B ・職員研修特別日
課１４：００下校

・お弁当の日
・職員研修特別日
課１４：００下校

・読み聞かせ　
・２年ＭＩＭ②～④

・職員研修特別日
課１４：００下校

23 24 25 26 27 28 1

天皇誕生日

A

振替休日 ・表彰集会 ・３年豆腐作り　
①②１組③④２組
⑤⑥３組
（家庭科室）

・創立記念日
・ようこそ先輩①
②
・市制２０周年イベ
ント③
・職員研修特別日
課１４：００下校　



学習指導について
【お子さん自身が効果的な学習の方法を身に付けられるようにする】

お子さんの家庭学習（宿題等）の様子について、どの程度把握していらっしゃいますか。学童で
済ませてくる子もいるでしょうから、家庭学習の成果物（やり終えたプリント、漢字・自主学習のノー
ト）をご覧になるのが精一杯･･･というご家庭もいらっしゃるでしょう。
今後、先の読めない世の中を生きる子どもたちには、「自分にとって必要なこと（何を学習する

か、どのように学習するか）を自分で考えてやれる子」になってほしいです。この「自分にとって必要
な学習を自分で考えて･･･」に合うのが「自主学習」です。
学習の仕方にはいろいろあり、子どもたちも私たちもすぐにイメージできるのが「①繰り返し読む

（唱える）、繰り返し書く」というもの。でも、実は機械的に繰り返すより、②「自分の知識と結びつけ
て覚える」ほうがより有効だそうです。（例えば、ｋｍ、ｋｇの「ｋ」は1000倍を表す･･･などです。）
さらに、③学んだことを誰かに説明する（今日学んだことを誰かに説明するつもりでノートに書い

てみる、実際にお家の方に話す）、④授業やテスト等で間違ってしまったところを振り返り、大事なポ
イントを書き残してみる、なども有効だと言われています。
家に帰ってからの時間は親子ともに忙しいと思いますが、「今日はどんな勉強をしたの？」「何が

難しかった？」などと問いかけ、お子さんに話してもらうようにすると、学びが身に付きそうですね。

児童指導について 生活目標【感謝の気持ちで生活しよう】

① あいさつや後片付けを大切に
あいさつについては、「あかるく いつでも さきに つづける」を合い言葉に心と心の交流を
大切にしています。年度末が近づき、今までお世話になった方へ感謝の気持ちを表す意味でも、あ
いさつの大切さを伝えています。また、使った物や道具の後片付け、整理整頓を心がけることで、物
を大切にする心を育んでいます。
② 早寝・早起き、朝ご飯と十分な睡眠で生活のリズムを整えよう
インフルエンザやコロナウイルス感染症予防対策として、手洗い、うがい、換気を励行し、できる

限り子どもたちが健康に学校生活を送れるように努めていきます。ご家庭でもお子さんの日常的な
体調管理をお願いします。
③ 防寒対策をして、安全な登下校を
子どもたちは、交通ルールやマナーに気を付けて、通学路に沿って

登下校しています。旗当番や下校パトロールのご協力に感謝申し上げ
ます。また、２月の帰宅時刻は、１６時３０分です。ご家庭でも再度ご確
認ください。

学年コーナー☆

★卒業まで残り２か月を切りました
各クラスで卒業までのカウントダウンカレンダーが始まり、子どもたちは卒業がいよいよ近づい

てきたことを実感しています。今年度の卒業式も、呼びかけ（わかれのことば）と卒業式歌の合唱
を行います。自分たちでよりよい卒業式にしようと、一生懸命歌の練習に取り組んでいます。

★命の授業を行いました
1 月 23 日(木)、24 日(金)に「大切な命」をテーマに、助産師の方をお招きして授業をしていただ

きました。胎児の心音や産声を聞いたり、赤ちゃん人形を用いて抱っこ体験をしたりしました。自分
を見守ってくれる人が近くにいて成長してきたことを理解し、自他の生命の尊さを考え、自分を大切
に生きていくことがいかに大切かをお話いただきました。ご家庭でも、家族の中でかけがえのない存
在であることが実感できるよう、是非言葉で伝えていただけたらと思います。


